
ISO 22000に基づいた
FSMS審査員資格登録制度について

一般財団法人 日本要員認証協会
（ＪＲＣＡ： Japanese Registration of Certificated Auditors and experts ）
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食品安全マネジメントシステム審査員補 登録要件
要件 FSMS審査員補登録基準
学歴 高等学校卒業以上

実務経験① 5年以上の常勤によるフードチェーン関連産業の実務経験（高等学校卒業後に教育期間が 1 
年以上の教育機関を修了している者は4年）

実務経験② 2年以上の常勤によるフードチェーン関連産業での品質保証又は食品安全職務

審査員トレーニング JRCAが承認する食品安全マネジメントシステムのフォーマル研修コース（5日間）の修了

推薦
４年以上の業務上の関係がある人２名から（合わせて２通）。
または、雇用関係が１年以上に及ぶ雇用責任者または契約関係が１年以上に及ぶ契約先責
任者から１通。

行動規範遵守 JRCAが定める「審査員倫理綱領」の遵守（申請書への署名、記名押印）

基礎微生物学及び
基礎化学の知識証明

高校卒業後の教育機関(大学、専門学校など)において１単位以上を取得
またはJRCA承認の講習コース修了
またはレポート（5000字程度）

HACCP教育訓練証明
概ね３日間の HACCP 講習の修了
または高等学校卒業後の教育機関での１単位以上の取得
またはレポート（5000字程度）



食品安全マネジメントシステム審査員研修コース
食品安全マネジメントシステム審査員研修コースの内容

受講に際して、あると
望ましい知識、経験

・ﾌｰﾄﾞﾁｪｰﾝ関連産業での業務経験、又は、ﾌｰﾄﾞﾁｪｰﾝ関連産業でのQMS審査実績5年以上
・業種に応じて適用される食品安全に関する法規の理解
・PRP、OPRPの理解
・コ－デックス委員会の定義によるHACCP原則の理解

研修時間 40時間以上（おおむね5日間）

主な研修内容

（座学研修）
・全てのマネジメントシステム審査員に共通の事項（JIS Q 19011、JIS Q 17021-1

等）
・ISO 22000の各箇条の意図、要求事項
・食品安全ハザ－ドの評価、分析、管理
・食品業界の衛生規範、法令・規制要求事項

（実技研修） 実際の第三者認証審査を想定したワーク
・監査計画の策定
・初回会議、最終会議の開催
・不適合の原因分析と修正/是正処置の検証
・監査所見、監査報告書の作成

筆記試験
試験時間：2時間
合格基準：70点以上で合格（100 点満点）
試験内容：ISO 22000規格についての理解、HACCPに関する知識、

マネジメントシステム監査に関する知識
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食品安全マネジメントシステム審査員の資格区分

資格 役割

主任審査員 単独審査及び審査チームリーダーが可能

審査員
審査チームのメンバーとして審査が可能
（リーダーOJTを行うことで主任審査員へ格上
げ）

審査員補 主任審査員の指導の下でのみ審査可能
（OJTを行うことで審査員へ格上げ）

審査員補から審査員、主任審査員へのランクアップが可能



食品安全マネジメントシステム審査員の登録と格上げ

主任審査員
（ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ）

審査員
（メンバー）

審査員補

JRCA登録主任審査員・審査員の指導下で、
審査チームメンバーとしてFSMS審査を4回
（審査日数計12日）以上実施

JRCA登録主任審査員の指導下で
審査チームリーダーとしてFSMS審
査を３回（審査日数計1５日）以上
実施

格
上
げ

格
上
げ

毎年、規定の専門能力開発（CPD）が必要

時間維持・更新

維持・更新

維持・更新

登
録

登録要件；
審査員養成研修コース
の修了＋試験合格
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食品安全マネジメントシステム審査員補への資格拡大登録

MS 審査員登録の「認定」を取得している要員認証機関（JRCAを含む）に登
録している審査員は、食品安全マネジメントシステム審査員補へ資格拡大登
録の申請を行うことができる。

既に保有している審査員資格(注） 拡大登録資格

QMS 主任審査員、審査員、審査員補 FSMS 審査員補

EMS 主任審査員、審査員、審査員補 FSMS 審査員補

ISMS 主任審査員、審査員、審査員補 FSMS 審査員補

OHSMS 主任審査員、審査員、審査員補 FSMS 審査員補

（注）IAF 加盟認定機関（公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）、情報マネジメ ント
システム認定センター（ISMS-AC）等）から当該 MS 審査員登録の「認定」を 取得して
いる要員認証機関に登録していること



カテゴリ・サブカテゴリ拡大申請、サブカテゴリ登録

食品安全マネジメントシステムの審査員補又は、審査員又は、主任審査員として、当センター
に登録されている場合カテゴリ・サブカテゴリ登録を行うことが出来る

●申請カテゴリ・サブカテゴリの力量
（１）カテゴリ・サブカテゴリ拡大申請の場合

申請するカテゴリ・サブカテゴリ（分類は「付属書１」参照）において、用語、知識及び技能を
適用する力量要件を満たすこと。
次の①、②のいずれかの条件を満たすこと。
①申請カテゴリ・サブカテゴリで６ヶ月間フルタイムの業務経験（注）
②申請カテゴリ・サブカテゴリを当センターに登録している審査員又は主任審査員の監督下、
申請カテゴリ・サブカテゴリの FSMS 審査における有効な審査実績を申請日より遡る３年
間に４回以上、且つ、審査日数の合計が 12 日間以上

（２）サブカテゴリ登録申請の場合
既に登録されているカテゴリ内のサブカテゴリにおいて、用語、知識及び技能を適用する力量要
件を、カテゴリ登録を行った際の６ヶ月間以上のフルタイムの業務経験によって満たすこと。

（注）製品納入先、コンサルタント先、審査・試験先、製品購入先、官公庁等で行政指導（生産、
製造など直接的な現地指導を除く）等を行った先の業種は、自らの経験分野になりません。



フードチェーカテゴリの分類

詳細は、JRCAのホームページをご参照ください

（https://www.jrca-jsa.or.jp/jrca/jrca_seido_b6/）

＜参考資料＞

https://www.jrca-jsa.or.jp/jrca/jrca_seido_b6/


資格の維持（サーベイランス）および更新

項目 資格区分 必要条件
審査実績 審査員補 審査実績を提出する必要なし

審査員 審査実績４件又は審査日数が 10 日以上
主任審査員 リーダー又はメンバーとしての審査実績４件又は審査日数が 10 日以上

継続的専門能
力開発(CPD)
実績

審査員補 5時間（前回の申請受付日を起点として、今回の資格維持申請日までの期間を対象）

審査員 15時間（前回の申請受付日を起点として、今回の資格維持申請日までの期間を対象）

主任審査員 15時間（前回の申請受付日を起点として、今回の資格維持申請日までの期間を対象）

審査員倫理綱
領の遵守

JRCAが定める「審査員倫理綱領」（「マネジメントシステム審査員資格基準の共通付属
書（QMS、EMS、ISMS、FSMS 及び OHSMS）」（JRCA AJ140）の「付属書３」参
照）を遵守する

申請登録料の
支払い

「マネジメントシステム審査員評価登録に係わる料金基準」（JRCA AC220）に従って、
必要な費用をJRCAに支払う



継続的専門能力開発(CPD) （1/2）

●専門能力開発の対象となる活動

継続的専門能力開発(CPD)は、食品安全マネジメントシステム審査員としての
能力維持・向上に直接的又は間接的に寄与する活動。

①FSMS規格及びその関連規格の理解
②マネジメントシステムの基本概念及び原則の理解
③品質管理の技法、改善ツール、統計的手法の理解
④審査技術の習得及び向上
⑤カテゴリ・サブカテゴリの専門能力の向上
⑥食品安全技術、技法

＜参考資料＞



継続的専門能力開発(CPD) （2/2）

●専門能力開発の方法

1)研修等への参加
（例）①JRCA 登録 CPD コース

②IAF加盟認定機関からFSMSの認定を取得しているMS認証機関の
所属審査員対象研修

③一般参加が可能な研修コース
④講師として参加した講演会

2)自己学習等
(例) ①読書

②web サイト利用による個人学習
③グループ学習
④論文、書籍、テキストなどの著作物の執筆

＜参考資料＞
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詳細は、JRCAのホームページをご参照ください（https://www.jrca-jsa.or.jp/jrca/jrca_seido_b6/）

食品安全マネジメントシステム審査員関連の基準類

https://www.jrca-jsa.or.jp/jrca/jrca_seido_b6/
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